
こ きん じょ

〒193-0832八 王子市散田町2-37-1
教育センター内

https:〃 wwwochoilren― hachioil.ip

TEL&FAX 042-673-4680
発行 :八王子市町会自治会連合会
発行責任者 :秋間利久

町会自治会数 :23地区354団 体
発行音Б数 :125,000音 5

ロスマホでサイトも
チェックしてね !

※詳細は町自連のサイ トを
こ覧ください

2019年 7月 115圏

■
■
■
Ⅱ
壼
贅
壼
薔
由
ホ
地
区
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由
　
　
区
は
、
「由
　
　
」だ
っ
た
　
　
と

の
　
が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
　
ロ
エ
リ
ア

由
木
地
区
。
八
王
子
の
東
部

に
位
置
す
る
こ
こ
は
、
北
は
日

野
市
、
東
は
多
摩
市
、
南
は
町

田
市
と
接
し
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
大
塚
村
、
中
野

村
、
堀
之
内
村
、
越
野
村
、
松

木
村
、
大
沢
村
、
下
柚
木
村
、

上
柚
木
村
、
中
山
村
、
鑓
水
村

別
所
村
の
１１
カ
村
に
分
か
れ
て

い
ま
し
た
。
明
治
２２
年

の
市

制

・
町
村
制
施
行
に
伴

っ
て
合

併
し
由
木
村
に
。
昭
和
３９
年
８

月
１
日
に
は
八
王
子
市
に
合
併

し
ま
す
。
そ
の
際
、
八
王
子
市

合
併
派
と
日
野
市
合
併
派
に
分

か
れ
、
大
論
争
に
な

っ
た
と
い

い
ま
す
が
、
そ
れ
も

「由
木
村
」

の
郷
土
愛

の
強
さ
の
表
れ
で

し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
町
会

自
治
会
の
活
動
も
非
常
に
活
発

で
す
し
、
Ｐ
２
か
ら
の
対
談
に

も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
町
会

活
動
へ
の
新
し
い
意
見
も
画
期

的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

索
六

こ
こ
は
、
昭
和
３０
年
代
ま
で

純
農
村
地
帯
で
自
然
が
豊
富
で

し
た
が
、
昭
和
４０
年
代
か
ら
の

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
計

画
の
実
施
で
、
１
８
０
度
と
い

う
ほ
ど
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

今
で
は
、
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ツ

ク
ス
、
ア
ウ
ト
レ
ツ
ト
、
結
婚

式
場
、
絹
の
道
資
料
館
、
そ
し

て
、

‐６
号
、
八
王
子
バ
イ
パ
ス
、

柚
木
街
道
、
野
猿
街
道
な
ど
の

幹
線
道
路
に
は
、
新
旧
の
グ
ル

メ
店
、
シ

ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま

す
。
公
立
私
立
、
た
く
さ
ん
の

大
学
も
あ
り
、
全
国
か
ら
生
徒

さ
ん
が
。
「八
王
子
市
で

一
番
、

住
ん
で
み
た
い
駅
」
と
い
わ
れ

る
南
大
沢
も
、
こ
の
エ
リ
ア
。

目
が
離
せ
な
い
個
性
、
そ
れ
が

由
木
地
区
な
の
で
す
。

※
こ
の
た
び
は
、
古
い
写
真
、
現
在

の
写
真
の
す
べ
て
を
南
大
沢
在
住
の

谷
合
徳
行
さ
ん
に
お
借
り
し
ま
し
た
。

写
真
の
ラ
ベ
ル
も
そ
の
ま
ま
掲
載
し

ま
し
た
。

昭和54年ごろの日向地区 (南大沢)。 手前では古墳発掘が昭和43年ごろの大田橋あたり (南大沢)

上記の現在。山の斜面に京王線が走る現在の大田橋付近

彙43墓
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き
っ
ち
ん
な
か
や
ま

八
王
子
市
上
柚
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０
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南陽 台自治会

座
談
会
出
席
者

（敬
称
略
）

田
中
道
夫

（南
大
沢
町
会
会
長
）

藤
原
　
勝

（南
陽
ムロ自
ム凋〈不〈ム長
）

鈴
木
伸
吾

■
柚
木
中
央
町
〈〓〈〓量

田
倉
正
三

（下
柚
木
町
会
会
長
）

小
泉
正
洋

籠
水
町
〈不△〓墨

伊
藤
敏
幸

■
柚
木
下
郷
町
〈〓〈〓塁

佐
藤
利
男

（松
木
町
〈な〈ム長
）

―
今
回
は
十
九
町
会
か
ら
な
る

緑
豊
か
な
由
木
地
区
か
ら
７
名

の
町
会
長
さ
ん
に
集
ま

っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
は

由
木
村
だ

っ
た
こ
の
エ
リ
ア
、

現
在
で
は
、
ア
ウ
ト
レ
ツ
ト
や

シ
ネ

マ
コ
ン
プ
レ
ツ
ク
ス
、
飲

食
店
な
ど
、
市
外
か
ら
の
人
々

も
訪
れ
る
こ
と
の
多
い
地
区
で

す
。
ど
こ
も
抱
え
る
高
齢
化
問

題
も
独
自
の
目
線
で
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

藤
原
　
一局
齢
者
の
方
に
は
先
ず

は
家
に
引
き
こ
も
ら
な
い
よ
う

カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
盆
踊
り
な
ど

楽
し
い
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
役
員
に
は
、
無

理
の
な

い
よ
う
活
動
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
実
は
僕
は
、
前
々
か
ら

高
齢
を
理
由
に
町
会
か
ら
去
る

方
を
後
ろ
め
た
さ
や
悲
壮
感
な

く
拍
手
で
送
り
だ
す
制
度
を
作

れ
な
い
か
考
え
て
い
ま
す
。
何

十
年
も
町
会
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
よ
ね
。
そ
の
方
た
ち
に
役

員
を
や
ら
な
く
て
良
い
し
会
費

が
半
額
と
か
何
か
新
し
い
高
齢

者
が
町
会
に
残
り
や
す
い
シ
ス

テ
ム
を
作
る
と
か
で
き
な
い
か

模
索
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
や

国
も
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

田
倉
　
〈
ム
員
の
高
齢
化
や
役
員

の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

お
り
、
町
会
活
動
の
内
容
を
見

直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
町
会
活
動
以
外
に
た

と
え
ば
交
通
安
全
協
会
や
消
防

団
な
ど
の
活
動
が
多
く
あ
り
、

会
員
の
負
担
を
大
き
く
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
役

割
は
昔
か
ら
あ
る
町
会
、
自
治

会
だ
け
で
＼
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地

守
曜
盤

MITSUI

削鱚輿翼X猟鷹笏嶽K
東急スポーツオアシス

三井アウトレット多摩南大沢向かい

霜ぃ(b駐車場完備 霜卜(b

フィットネスクラブ・キッズクラブ

南大沢24plus

イングーネツトで簡単ご入会′

詳しくは



由 木 地 区 連 合 会

番 号 町 会 名

下柚木町会
中山町会
越野自治会

4 堀之内町会
南陽台自治会

6 上柚木第 2団 地自治会
上柚木神明町会

8 上柚木中央町会
上柚木下郷町会

10 上柚木二丁目町会
東中野自治会
大塚日向自治会
大塚団地自治会

14 由木ケ丘自治会
大塚日影自治会

16 鑓水町会
南大沢町会

18 別所町会
松木町会

八王子市全体図

域
や
新
し
く
開
発
さ
れ
た
地
区

に
は
な
い
役
割
で
あ
り
、
社
会

状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
見
直

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
な
る
ほ
ど
。
今
回
の
こ
の
お

話
は
と
て
も
実
の
あ
る
お
話
で

す
ね
。

小
泉
　

つヽ
ち
も
昔
か
ら
の
住
民

が
多
く
高
齢
で
町
会
を
辞
め
る

方
も
多
い
の
で
す
が
休
日
に
洗

車
し
て
い
る
方
に
お
声
掛
け
し

て
消
防
団
に
入
っ
て
く
れ
た
例

も
あ
っ
た
り
意
外
と
新
し
い
方

は
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
人
も
い
る
の
か
な
と
感
じ

ま
し
た
。
町
会
の
役
員
も
２
年

任
期
で
総
入
れ
替
え
を
し
て
い

ま
す
。
昔
は
任
期
が
き
て
も
辞

め
な
い
方
も
い
ま
し
た
が
全
部

新
し
く
替
え
て

一
新
し
ま
す
。

そ
の
時
は
古
い
方
は
残
さ
な
い

の
が
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
。

藤
原
　
空
き
家
が
壊
さ
れ
て
新

し
い
家
が
ぱ
つ
ぱ

つ
建
つ
と
４０

代
の
若
い
家
族
が
越
し
て
き
て

意
外
と
役
員
な
ん
か
も
引
き
受

け
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
空
き

家
条
例
は
と
て
も
役
に
立

っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
松
木
に
は
小
中
学
校
も

新
し
く
出
来
ま
し
た
。
少
し
前

ま
で
ラ
ー
メ
ン
激
戦
区
で
し
た

が
今
は
肉
の
ブ
ー
ム
で
す
。
ス

テ
ー
キ
、
豚
カ
ツ
、
焼
肉
な
ど

家
族
連
れ
で
賑
わ

っ
て
い
ま

す
。
五
月
の
連
体
に
開
催
す
る

浅
間
神
社
の
お
祭
り
も
賑
や
か

で
す
。

伊
藤
　
ブ」
ち
ら
は
松
木
と
は
正

反
対

の
の
ど
か
な
住
宅
地
で

す
。
昔
は
織
物
工
場
が
多
数
あ

り
か
い
こ
が
食
べ
る
桑
畑
が
広

が

っ
て
い
ま
し
た
。
小
さ
い
お

社
で
す
が
東
照
宮
が
あ
る
の
も

自
慢
で
す
。

田
中
　
そ
の
ほ
か
に
も
東
京
都

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
小
泉
家
屋
敷
や
絹
の
道

資
料
館
な
ど
休
日
は
遠
方
か
ら

尋
ね
る
方
も

い
ま
す
。
映
画

『
平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぱ

こ
』
は

こ
の
あ
た
り
の
多
摩
丘
陵
の
開

発
が

モ
デ
ル
と
な

っ
て
い
ま

す
。
南
大
沢
の
駅
に
は
首
都
大

学
東
京
が
あ
り
、
昔
は
蛍
も
飛

ん
で
い
た
自
然
豊
か
な
街
並
み

だ

っ
た
の
で
す
が
、
大
き
く
変

貌
を
遂
げ
ま
し
た
。

―
由
木
地
区
の
皆
さ
ん
の
建
設

的
な
ご
意
見
に
は
、
感
心
し
ま

し
た
。
歴
史
が
あ

っ
て
新
し
い

由
木
を
、
ぜ
ひ
、
他
の
町
の
皆

さ
ん
に
も
知

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（取
材

ｏ
文

　

一
ノ
瀬
美
佐
子
）

タ
タ
ミ
の
り」
と
な
ら
『タ
タ
ミ
の
あ
な
み
ず
』
へ

八
王
子
市
片
倉
町
４
４
０
１
６

な
０

４

２
‥
６

３

７
‥
３
４

５
９

:小川建装株式会社
地域密着 、有資格者 の施工管理士 による自社施工

外装、 内装、水 回 りの リフ ォーム な ど幅広 く対応致 します

お見積 り 。ご相談 お気軽 にご連絡 くだ さい

谷
言羹澪妻

軒林279 ゝ黎響10:～Ll∫驚:轟

障害者支援施設 僣鰯簿業・繊癬 業)

がリァンビレッジ

平日は店頭で販売中。予約注文承ります !

お問合せは 施設内事業所 があ一夢(む )ま で

督:042-653-9115
〒192-0364八王子市南大沢 2丁目220番 9

httpsi〃 www=ia― haChiOli.or.ip/

採れたての新鮮野菜の情報はホームページをご覧下さい

.AJAI\:E=
～地域に一生懸命～

家族葬から
一般葬まで

大沢総合式場
八王子市南大沢4-2-2/京王相模原線「南大沢駅」より徒歩約9分

の住宅 リフォーム専門店
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【三役 0監事 0事務局名簿】

役 職 氏 名 地区連合会

会  長 秋間  利久 (元 横)

副会長 小 室 崇 司 (中 部)

〃 石井  修一 (横 山南)

〃 荒井  冨雄 回)

〃 尾 寄 敏 夫 (西部第一)

〃 佐戸 博 (浅

会 計 河西 萬智朗 (本 町 )

〃 前原  教久 (恩 方)

監 事 浅井  雄治 (鑓水尾根)

〃 山崎  勲介 (西部第二)

〃 成瀬  義雄 (中 央)

事務局長 前野   修 野 )

事務局次長 冨貴澤 繁幸 (浅

〃 田中  泰慶 (由 井)

【常任理事 (地区連合会長)・ 理事名簿】
役 職 氏 名 地区連合会

常任理事 小 室 崇司 中 部

〃 荻 島 孝 之 東 部

〃 秋間  利久 元 横

〃 鈴木  久義 東南部
〃 齊藤  哲寛 中央部
〃 中代  英雄 南 部

〃 尾寄  敏夫 西部第一

〃 飯 田 功 西部第二

〃 長谷部 良幸 西部第三

〃 河西 萬智朗 本 町

〃 西 山 茂 中 央

〃 山田  智広 東北部
〃 佐戸   博 浅 川

〃 田中  道夫 由 木

〃 浅井  雄治 鑓水尾根
〃 石井  修一 横山南
〃 平塚  忠勇 横山北
〃 野 崎 忠行 元  八

〃 前原 教久 恩  方

〃 荒井  冨雄 川  口

〃 内 田 加 住

〃 尾川  幸次 由 井

〃 小池   茂 北  野

理 事 山崎  勲介 西部第二

〃 成瀬  義雄 中 央

令和元年5月 26日 現在

【前列左から】
秋間会長、鈴木・都町連会長、上田前副会長
【後列左から】
菅原前町会長、小室副会長、大澤前常任理事、
生永前副会長、荒丼副会長、石丼副会長、前野事務局長

【受賞者】

生永 恭博 (前 /町 自連副会長、前/横 山北地区連

合会会長、前/長房町会会長)

上田 幸夫 (前 /町 自連副会長、前/東部地区連合

会会長、前/明神町四丁目町会会長)

石井 修― (町自連副会長、横山南地区連合会会長、

本「]田町―丁目町会会長)

大澤 敬之 (前 /町 自連常任理事、前/加住地区連

合会会長、前/加住町会会長)

菅原 健司 (前 /元横山町第四町会会長)

東京都町会連合会の令

和元年度定期総会が、6

月20日 (木 )新宿区の

京王プラザホテルにお

いて開催されました。

総会後、都町連及び各

区市町村連合会の活動

に貢献 し、功績の著 し

い方の表彰式が行わ

れ、令和元年度におい

て、八王子市町自連で

は5名 の方が受賞され

ました。おめでとうご

ざいます。

第17回定期総会及び懇親会を

5/26(日 )に 八王子エルシィに

おいて開催 しました。

さる6/15(土 )新任会長及び役

員研修会が市役所において行

われました。

【1】 令和元 ア.1(月 )

自治会活動賠償責任保険が更新されましたく令和元 ア。1(月 )〉 。

町自連に加盟 している町会自治会は中途加入可能です。詳しく

は町自連事務局まで。

【2】 その他の事業予告

●令和元 ア.17(水)     市長と三役との懇談会

●令和元 8月 下旬～9月 上旬  令和 2年度備品整備提供募集

●令和元 8.13(火 )～ 15(木) 事務所夏季休み

町会自治会等は、地域における世代を超えた交流や防犯・防災・

福祉、教育など、地域の課題解決に向けた様々な取り組みに

より、「市民力・地域力」の源泉となつて、八王子市の発展に

寄与してきた。

町自連として、町会自治会等は八王子市の大きな財産であり、

協働によるまちづくりの重要なパートナーであることを位置づけ、

その活動を支援し、活性化を推進するための条例制定を市長

との懇談の中で繰り返し要望してきたもので、平成30年 1月 16

日付で条例制定の要望書を提出したものである。

八王子市は、要望書をうけ、平成30年 6月 に策定検討会を立ち

上げるとともに、検討に入り、10月 には検討会案を取りまとめ、

11月 に八王子市の原案策定、市議会に原案報告、12月 にパブリッ

クコメントを実施、平成31年 2月市議会上程、3月審議、4月 に

条例が施行された。

ゴ41-3140
■八王子総合ホール ■八王子北ロファミリーホール ■八王子南□総合ホール

電車轟眩盟星鷺V踊翼腱製万弯
→レ

タリ〕0万イコ

あなたの会社の

情報をここに

掲載しませんか

町自連だよりで|よ

バックアップして
くださる企業様を

募集中。詳しくは
お問い合わせくだ
さい

第17回 1定期総会開催
1令和1元年度「町会・自治会等
新任会長及び役員研修会J開催

町自運事‐務局から|その他のお知らせ

自治会の活動活性化の推進I=1関する1条例



項  目 予算額 決算額 差 額 摘  要

会  費 2,412 2,416 23地区 120,805世帯

特別会費 役員研修会等参加者負担等

補助金 (市 ) 14,400 15,530 11130
連合会⇒9,130千 円,地 区交流→
1,900千 円、備品整備⇒4,500千円

補助金 (都 ) 2,000 2,000 地域の底力発展事業助成

広告料 3,650 3,810 160 町自連だより広告

保険手数料 自治会活動賠償責任保険手数料

雑収入 69 広告4,430千円,懇親会ほか 57千 円

小計 23,373 24,685 1,312

前年度繰越金 767 767

合計 24,140 25,452 1,312

平成30年度決算 令和元年度予算

‖撻受

【収入の部】

【支出の部】

さる3月 14日 lbl、 標記の行事

を行いました。 3町会合同の研

修会は初めてで した。近年、い

ちょう祭 りの場などを通 じ、千

人町 3町会が
〃
千人同心

〃
でつな

がることから、 3町会共同で
〃
千

人同ノいのふるさと千人町
〃
という

昇 り旗を作 り、折にふれこのこ

とを合言葉のように使つており

ました。これを発展させるよう

に町会の役員 レベルでの研修と

いう形で日光東照宮参詣ができ

たらと企画されたのが今回の研

修です。とはいっても、一部の

役員だけでの実施なので、参加

には自己負担もあ り多くの町会

役員を集めることができるか不

安もあ りました。何とか実現に

こぎつけようと、各町会に害」リ

当てを決めて募集を行いました。

この地域には「千人同心旧交

(単位=千円) 【収入の部】

(単位=千円) 【支出の部】

照

(単位=千円)

(単位=千円)

会」という千人同心に曲縁のあ

る方々を中心 とした団体があ り

ますが、 この会の会長さん、副

会長さんのご協力も得て、東照

宮との特別な関係も利用させて

いただき、結論から言 うと大変

すばらしい研修旅行にな りま し

た。参加者は、千人町―丁目か

ら11名、同二丁目から12名、三・

四丁目から18名、計41名 で、こ

のうち女性は12名 で した。同行

していただきま した千人同心旧

交会会長の粟沢裕様、同副会長

の野嶋和之様には大変お世話に

なりました。3町会を代表 して厚

く御ネLを申し上げます。

項  目 予算額 前年決算 差 額 摘 要

会 費 2,418 2,416 23地区 120,900世帯

特別会費 527 127 役員研修・都町連・全自連

補助金 (市 ) 13,700 15,530 1,830
連合会⇒11,800千 円、地区交流⇒
1,900千 円、設備備品⇒0円

補助金 (都 ) 2,000 2,000 地域の底力発展事業助成

広告料 4,600 3,810 -790

保険手数料 -20 自治会活動賠償責任保険手数料

雑収入 20 69 49 広告3,650千 円

小計 23,745 24,685

前年度繰越金 429 767 338

合計 24,174 25,452 1,278

項  目 予算額 決算額 差 額 摘  要

総会費 226 186 -40 感謝状筆耕両ほか

事業費 2,100 2,037 …63 「加入促進」事業のばり旗ほか

地区交流費 1,900 1,900 19地区

研修費 11125 1,144

広報費 5,170 5,400 230 町自連だより配送料増
｀

通信・配送費 360 346 -14

人件費 6,520 6,334 -186 事務職員退職により減

都町連 330 494 164 全自連東京大会参加増ほか

設備整備ほか 4,550 4,505 -45

その他費用 1,092 1,564 472 印刷機更新に伴いリース料増

事務所移転 0 1.113 11113 事務所移転決定後、費用の助成を要望

小計 23,373 25,023 1,650

予備費 767 -767

次期繰越金 429 429
合計 24,140 25,452 1,312

項  目 予算額 前年決算 差 額 摘 要

総会費 209 186 -23 総会資料・感謝状筆耕両ほか

事業費 2,050 2,037 加入促進事業

地区交流費 1,900 1,900

研修費 977 1.144 167 全自連東京大会費減

広報費 5,516 5,400 町自連だより (年 4回)ホーム

通信 0酉己送費 350 346 -4 町自連だより消費税増

人件費 11,283 6,334 …4,949 事務局員増、臨時職員常勤化

都町連 384 494 全自連東京大会減ほか

設備整備ほか 4,505 4,505 八王子市執行により減

その他費用 1,337 1,564 227 渉外費・慶弔費減

事務所移転 11113 1113

小計 24,O06 25,023 1,017

予備費 168 168

次期繰越金 429 429
合計 24,174 25,452 1,278
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）

今回からしばらく、

「薬」「薬剤師さん」

「保険薬局」について

レポニトします。

語り書「 [よ、

永生クリニック横で

開業していらつしゃる

あい薬局の大竹社長140。

あなたの「薬剤師観」を

変えるに違いない人物

です。(取材・lt網りん)

加藤公恵∽ヽとうきみん

医療法人社団永生会

在宅総合ケアセンター

センター長

介護統括管理部長

長年福祉と介護の世界にたず
さわる介護のエキスパート。

介護のお仕事体験

「 介護のお仕事体験Jは介護つてどんな仕事 ?にお応
えします。介護の仕事を始める初心者の方向けの3日

間コースの研修です。

永生病院

8月 14日 (水)～′ 8月 16日 (金 )

10月  9日 (水)～ 10月 11日 (金 )

10:00～ 15:00

永生病院 看護部長室 .担当 :齊藤・秋山

永生病院:042-661-4172

保育利用可

いつしいぴきをかいている (と 家族に指摘された )

肥満気味である

高血圧である (高血圧の薬を飲んでいる)

ちゃんと寝ているはずなのに日中眠気を感じる

眠りが浅いと感じる

トイレで目が覚めることが多い

寝てし疲れが取れない     :
患が止まっていると指摘されたことがある

上記の項目にひとつてもあてはまったら睡眠時無評吸

症候群の可能性があります。ぜひ一度受診することを
おすすめします

医療法人社団永生会

永生クリニック

八王子市欄田町588-17 富 042-661-7780

□

□

□

□

□

□

□

□

医療法人社団 永生会
ぼ″

永生クリニックでは、医師と検査ヽ

技師が連携して診療をおこないます。
気になることがありましたら、ぜひ

一度受診してみてください


